
　10月25日（土）、「新聞でちぎり絵を描いてみよう」を開
催しました。真田信之所用と伝わる萌黄絲毛引威二枚
胴具足の画像を見本に、新聞のカラー写真を使用して作
りました。手でちぎることで思いもよらない形ができ、
味のある色とりどりの甲冑デザインになります。見本
とは違う色や文字のある部分をあえて残すことで、オリ
ジナルにあふれる作品になりました。

　10月30日（木）、松代文化財ボランティアの会の研修旅
行で高遠を訪れました。おもに高遠城址公園や伊那市
立高遠町歴史博物館などを見学しました。当日は天気
にも恵まれ、城址ではガイドさんの案内、博物館では学
芸員さんに説明をしていただきました。研修旅行で、今
後のボランティア活動に活かせる点などを改めて皆で
考えました。

松代文化財
ボランティアの会研修旅行

ワークショップ
新聞ちぎり絵
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長野市デジタルミュージアム「ながの好奇心
の森」では、真田宝物館をはじめとする長野
市の文化財データベースを公開しています。
あわせて高画質な画像もご覧いただけます。
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壁紙の下張り文書

特 別 展特 別 展

真田邸下張り文書の世界真田邸下張り文書の世界
令和7年12月17日（水）～令和8年4月13日（月）令和7年12月17日（水）～令和8年4月13日（月）

八代藩主・真田幸貫の正室・真月院
の十七回忌法要に際し、お重をも
らったことについての書状。差出人
は、九代藩主・真田幸教の実母・順
操院で、宛先は奥女中の米田である。

掲載内容

知れば知るほど

おもしろい！
令和7年12月17日(水)～令和8年4月13日(月)

　
伝
来
に
よ
る
と
、
文
禄
・
慶

長
の
役
の
折
り
、
肥
前
国
名
護

屋
に
従
軍
し
た
真
田
昌
幸
が
豊

臣
秀
吉
か
ら
拝
領
し
た
と
伝
わ

る
。

　
信
長
・
秀
吉
が
書
院
の
飾
り

道
具
に
用
い
た
こ
と
か
ら
、
諸

大
名
も
こ
れ
に
な
ら
い
、
競
っ

て
茶
壺
を
求
め
た
。
千
利
休
の

時
代
に
は
茶
器
の
中
で
も
筆
頭

道
具
と
し
て
尊
重
さ
れ
た
。

　「
遠
州
様
」
な
る
人
物
か
ら
真
田
家
へ
贈
ら
れ
た
も
の
。
薄
手
で
反

り
が
あ
り
、
品
の
あ
る
姿
を
し
て
い
る
。

　
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
の
本
阿
弥
光
温
の
折
紙
が
付
属
し
、
高

木
貞
宗
と
鑑
定
さ
れ
る
。
貞
宗
は
相
州
貞
宗
の
子
と
い
う
説
が
あ
り
、

近
江
国
（
現
在
の
滋
賀
県
）
高
木
に
在
し
た
刀
鍛
冶
。

　
箱
蓋
表
に
は
「
久
光
公
御
筆
　
御

手
鑑
」
と
あ
り
、
蓋
裏
に
は
「
明
治

十
二
年
よ
り
、
い
た
だ
い
た
御
詩
御

歌
を
御
手
鑑
に
し
て
秘
め
置
く
」
、

続
け
て
「
明
治
十
七
年
申
の
秋
　
輯

子
」
と
墨
書
さ
れ
る
。「
輯
子
」
は

薩
摩
藩
の
島
津
久
光
の
養
女
で
あ

り
、
十
代
藩
主
・
真
田
幸
民
の
継
室

と
な
っ
た
人
物
。
久
光
の
絵
入
り
短

冊
や
和
歌
な
ど
か
ら
な
る
大
型
の
折

本
。

真田家の
歴史

真田家の
歴史 卯の花茶壺大名

道具Ⅰ
大名
道具Ⅰ

大名
道具Ⅱ
大名
道具Ⅱ

短刀 無銘
　高木貞宗御手鑑

真田家伝来の大名道具

お
さ
こ
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右
者
御
目
録
之
通
被
下
置

　
難
有
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頂
戴
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、
以
上
、
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廿
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豆
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御
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久
保
団
蔵
殿

真田宝物館
展示

スケジュール

令
和
７
年

令
和
８
年

４
月

５
月

６
月

真
田
邸
下
張
り
文
書
の
世
界

館
内
消
毒
の
た
め
休
館

12
月
17
日（
水
）〜
４
月
13
日（
月
）

資
料
か
ら
よ
み
と
く

松
代
藩
士
・
赤
澤
家
の
歴
史

４
月
15
日（
水
）〜
６
月
21
日（
日
）

松
代
城  

花
の
丸
御
殿

６
月
27
日（
土
）〜

６
月
22
日（
月
）〜
26
日（
金
）

　

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
か
ら
八
年
間
に
わ
た
り
、
真
田
邸
（
新
御
殿
）
は
、
創
建

か
ら
初
め
て
全
面
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
真
田
邸
か
ら
外
さ
れ
た
一
〇

〇
枚
を
超
え
る
襖
や
壁
紙
か
ら
見
つ
か
っ
た
大
量
の
下
張
り
文
書
を
、
真
田
宝
物
館
と
松

代
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
会
員
有
志
が
協
働
で
整
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
、
平
成
二
十
六
年
「
襖
に
眠
る
古
文
書
た
ち
」
、
令
和
元
年
「
襖
か
ら
目
覚
め
た
古
文

書
た
ち
」
の
、
二
回
の
企
画
展
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
成
果
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
、
約
十
四
年
に
渡
る
整
理
作
業
が
ほ
ぼ
終
了
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
集
大
成
と
し
て
、
特
別
展
「
真
田
邸
下
張
り
文
書
の
世
界
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

真
田
邸
は
、
松
代
藩
真
田
家
が
城
主
を
務
め
た
松
代
城
の
附
と
し
て
国
の
史
跡
指
定
を

受
け
て
い
る
城
外
御
殿
で
、
松
代
城
の
建
物
の
遺
構
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
で
す
。
元
治

元
年
（
一
八
六
四
）
に
、
九
代
藩
主
・
真
田
幸
教
の
義
母
・
貞
松
院
の
住
居
と
し
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
隠
居
し
た
幸
教
の
住
ま
い
と
な
り
、
明
治
時
代
以
降
は
真
田
家

の
私
邸
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
居
住
者
や
用
途
の
変
更
に
と
も
な
っ
て
部
分
的
に

増
改
築
・
改
修
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
襖
や
壁
紙
も
折
々
に
貼
替
が
行
わ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
下
張
り
に
使
わ
れ
る
文
書
の
多
く
は
、
不
要
に
な
っ
た
「
反
故
紙
」
で

す
。
何
枚
も
重
ね
貼
り
す
る
こ
と
で
襖
に
は
断
熱
や
保
温
の
機
能
が
、
壁
に
は
躯
体
保
護

の
機
能
な
ど
が
備
わ
り
ま
す
。
下
張
り
文
書
か
ら
貼
替
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
あ
る
程
度
は
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
作
業
で
確
認
で
き
た
下
張
り
文
書
は
、
模
様
の
あ
る
一
番
外
側
の
唐
紙
保

護
の
た
め
に
剝
が
し
作
業
が
で
き
な
い
文
書
も
含
め
て
約
七
〇
〇
〇
点
余
り
あ
り
、
そ
の

う
ち
七
割
か
ら
八
割
ほ
ど
は
、
商
家
が
作
成
し
た
帳
簿
類
を
ほ
ど
い
た
も
の
で
す
。
そ
の

ほ
か
は
、
松
代
藩
の
役
所
で
作
成
さ
れ
、
不
要
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
文
書
や
、
明
治
時

代
に
入
っ
て
か
ら
、
真
田
家
の
家
政
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の
に
加
え
、
ご
く
わ
ず
か
で
す

が
、
奥
女
中
ど
う
し
の
手
紙
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
分
析
を
加
え

る
こ
と
で
、
書
か
れ
た
内
容
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
廃
棄
の
対
象
と
な
り
、

下
張
り
文
書
に
利
用
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
商
家
の
反
故
紙
が
ど
の
よ
う
に
流
通
し
て
使
用

さ
れ
た
の
か
な
ど
、
様
々
な
事
柄
が
分
か
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

真
田
邸
下
張
り
文
書
の
整
理
作
業
開
始
か
ら
約
十
四
年
。
松
代
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
有
志
の
方
々
と
協
働
で
行
わ
れ
た
作
業
は
、
日
々
意
見
を
交
わ
し
現
在
も
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

下
張
り
整
理
作
業
に
参
加
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
は
、
開
始
か
ら
こ
れ
ま
で
、
の

べ
約
五
〇
〇
〇
人
、
作
業
日
数
は
一
〇
〇
〇
日
に
も
及
び
ま
す
。
週
に
二
日
、
真
田
宝
物

館
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
、「
原
状
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
正
確
な
記
録
と
丁

寧
な
作
業
を
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
こ
と
を
発
揮
し
進
め
ま
し

た
。
細
か
な
作
業
の
連
続
で
難
航
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
専
門
の
方
々
に
直
接
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
同
様
の
活
動
を
し
て
い
る
先
進
地
に
研
修
に
赴
い
た
り
し
て
試

行
錯
誤
を
重
ね
、
方
法
や
技
術
を
習
得
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
判
断
に
困
る
場
面
で

も
、
参
加
者
同
士
が
相
談
し
協
力
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。
過
去
の
企

画
展
で
は
、
展
示
内
容
の
検
討
や
看
板
製
作
、
会
員
の
手
に
よ
る
展
示
作
業
や
展
示
解
説

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

整
理
作
業
は
会
員
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
博
物
館
実
習
生
や
地
元
の
中
学
生
の

職
場
体
験
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
や
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
の
中
の
ひ
と
つ
と
し

て
も
行
い
、
活
動
を
広
め
る
と
共
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
長
期
に
渡
る
作
業
の
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
大
流
行
と
い
う
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
制
限
さ
れ
る
出
来
事
も
起
き
ま
し
た
。
当
時
は
、
活
動
し
た
い
け
れ
ど
集

ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
ん
な
葛
藤
の
中
で
の
作
業
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
活
動
を
し
よ
う
と
切
り
替
え
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
よ
り
無
理
の
な

い
活
動
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
時
、
当
館
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
対
象
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
博
物
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
や
、
皆
で
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
資
料
や
文
化
財
へ
の
理
解
を
よ
り
深

め
る
事
を
目
的
と
し
た
新
た
な
講
座
「
学
ぼ
う
会
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
様
々

　

六
代
藩
主
・
真
田
幸
弘
は
、
天
明
四

年
（
一
七
八
四
）
の
参
勤
交
代
で
江
戸

か
ら
松
代
に
戻
る
時
、
前
年
の
浅
間
山

大
噴
火
の
影
響
で
、
例
年
通
行
し
て
い

る
中
山
道
が
通
れ
な
く
な
り
、
甲
州
街

道
を
使
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
宿
泊
や

休
憩
、
人
馬
の
調
達
な
ど
街
道
沿
い
の

宿
場
に
支
払
っ
た
代
金
の
受
取
覚
が
下

張
り
か
ら
多
数
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
石
和
宿
の
問
屋
が
発
行
し
た
受

取
覚
で
す
。
宛
先
は
「
久
保
団
蔵
」
で
、

宿
場
と
直
接
や
り
取
り
を
し
て
い
た
松

代
藩
の
下
級
役
人
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

参
勤
交
代
時
に
こ
う
し
た
代
金
の
支

払
い
は
毎
回
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
す

が
、
真
田
邸
下
張
り
文
書
か
ら
見
つ

か
っ
た
の
は
こ
の
年
の
受
取
覚
の
み
で

す
。
理
由
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

年
の
も
の
だ
け
が
廃
棄
さ
れ
、
下
張
り

に
再
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

割
印
が
い
く
つ
か
見
え
ま
す
が
、
こ

の
覚
を
松
代
藩
の
払
方
な
ど
の
担
当
者

が
支
払
い
の
原
簿
な
ど
と
突
き
合
わ
せ

て
確
認
し
た
印
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

後
、
他
の
資
料
と
総
合
的
に
見
て
い
く

こ
と
で
、
さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

な
学
び
を
し
、
実
際
に
資
料
を
使
っ
て
の
資
料
整
理
も
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
特
に
状
態
が
悪
く
、
大

き
い
た
め
扱
い
が
難
し
い
真
田
邸
の
壁
紙
の
、
ほ
こ
り
払
い
か

ら
泥
の
除
去
、
洗
浄
や
裏
打
ち
な
ど
、
大
変
な
作
業
を
共
に
行

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
作
業
で
も
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
の
つ
み

重
ね
が
、
整
理
の
完
了
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
々

に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
真
田
邸
の
下
張
り
文
書
整
理
作
業
は
ほ
ぼ
終
了
し
ま

し
た
が
、
当
館
で
は
町
内
の
寺
院
や
個
人
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
襖

や
天
井
絵
な
ど
の
下
張
り
を
多
数
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
共
に
作
業
を
進
め
、
下
張
り
文

書
の
張
ら
れ
た
様
子
や
内
容
な
ど
、
実
際
に
作
業
を
し
て
初
め

て
わ
か
る
こ
と
を
、
積
極
的
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

真
田
邸

下
張
り
文
書
の
世
界

下
張
り
文
書
の
一
部
を

ご
紹
介

下
張
り
文
書
の
整
理
と

松
代
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

下張り文書の整理作業に欠かせない、
松代文化財ボランティの会の皆さん。
真剣な表情とはまた別のいろいろな一
面を持っています。作業活動中には、
手は動かしながらも機械関係や音楽、

旅行など様々な楽しい話をしながら作業に励んで
います。そんな皆さんに下張り文書作業について
お話をお聞きしました。

活動を始めたきっかけは？

大変だったことは？

面白かったこと

・古文書に興味があったが、読むためには歴史を知りたいから
・歴史が好きだったから
・普段触れない古い文書に触れたり、調査をしたいから

・昔の字が読めない、読めればおもしろそう
・なかなか剥がれない時や細かい作業が大変
・解読すると、昔の人の銭勘定が難しく疑問が沢山ある

・一文字読めただけでとてもうれしかった
・切れている部分がピタリと合致するとおもしろい
・泥だらけの文書を洗浄してきれいになると嬉しい
・帳簿ばかりだが、たまに書状があると読むのが楽しい

今後の活動について
・どんな文書があるのか楽しみ
・真田邸の下張り文書は松代以外のものが多い
　ぜひ松代藩や周辺に関するものを読みたい
・解読には慣れが必要なので、ぜひ読める人を育てる
　ことが大事
・もっともっと歴史を知りたい

「何が書いてありますか？」
来館者も興味津々

「学ぼう会」では大きな壁紙を
調査・計測しました

優しく優しく、
一枚一枚

ていねいに洗い
ます

剥がし作業は、
細かな作業の連続曲大直小図巻

ボランティア
さんの
ボランティア
さんの

ひとこと

ほ　
ご　
し

つ
け
た
り
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